
一緒に未来をつくりませんか

広島県神石高原町・知的資産経営報告書　抜粋版

「知的資産経営報告書」
企業等で推奨される
「知的資産経営」のアプローチで町の強みを探り、
将来ビジョンへの方向性を探りました。

挑戦する人を応援する

神石高原町
J I N S E K I  K O G E N  T O W N



　　

　兄弟で作った会社MSERRNT
（マサーント）は、神石高原町の
ための事業をしますが、「この町
が変われば日本が変わる」と思っ
てやっています。ここでうまくい
ったら他の地方でも真似できるは
ずです。生まれ故郷に恩返しした
いというだけではありません。補
助金や助成金は一切もらいません。
私たちは、行政に頼らずに民間で
できることをやる「まちづくり会
社」です。ただし町で事業をやる
には許認可も必要になる。そこは
非常に早く対応してもらっている
と思います。
　「神石高原プロジェクト」では、
まず町に住んでほしいペルソナ

（具体的な人物像）を想定して、
認知から体験、そして移住へと、
段階を踏んで町を盛り上げる事業
を計画しています。神石牛を東京
で売るための飲食店や肥育のプロ
ジェクト、複数の古民家をリノベ
ーションして町全体を古民家ホテ
ルにするなどワクワクする事業で
す。ラグジュアリーホテルも考え
ています。やりたいことの一つに

「お祭り」があります。町外に出て
いる人も、年に１回は町に帰って
くるような魅力ある「神石高原町
のお祭り」です。
　私は、チャンスは誰にでも訪れ
ていると思います。それをゲット
できるかどうか、それがチャンス
だと見えるかどうかが違いになる。
色々なところにアンテナを張って、
挑戦のチャンスをグッと引き寄せ
ることが大事ですね。
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　株式会社エブリイホーミイホー
ルディングスが町と連携協力協定
を結んだのが平成30年６月下旬、
その直後に西日本豪雨が発生し、
協定に基づいて緊急支援を行いま
した。約250人が避難している町
の避難所に支援物資を運んでほし
いという要請が、夜中に町長から
入りました。すぐに専用トラック
を福山まで走らせて、食品スーパ
ー「エブリイ」の店舗から食糧な
どを積み込んで運ぼうと計画しま
したが、福山市内の交通網は寸断
状態。なんとかルートが確保でき
る店舗を探し、早朝に約400個の
焼きたてパンを用意して、避難所
に届けることができました。
　私と神石高原町の関係でいえ
ば、最初は私個人で取り組みを始
めたものもあります。例えば、伝
統ある「神龍味噌」が廃業すると
聞いた時、「私が承継者を見つけ
てくる」といって候補者をマッチ
ングしました。商品展開や販路開
拓も手伝い、軌道に乗ってきてエ
ブリイの店舗でも販売されるよう
になりました。今はPB商品に移
行してうまくいっています。
　小学校への出張授業や油木高校
の総合学習での連携もあります。
今後も地域の課題をエブリイの機
能を使って解決していければいい
ですね。エブリイに「地域と未来
に『美味しい』の輪を広げる」とい
うスローガンがありますが、地域
の素敵な「人・もの・思い」を未来
につなげたいと思います。
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　大学卒業後の３年ほど広島県竹
原市の会社で働いた後、町に戻っ
て実家の工務店を継ぎました。と
ころが地域工務店の仕事は減る一
方。数年後には、農業に力を入れ
ていこうと決断し、地域を担う集
落法人を目指しました。広告を出
して農地を集めたりしましたが、
補助金の条件に有利だったので牛
を飼うことにしたのです。
　黒毛和牛の「神石牛」は町のブラ
ンドに関わるものです。飼育の知
識をもった方と一緒に始めたので
すが、最初は経費だけ掛かる大き
なペットのようなものでした。2
番目に生まれた子牛が病気で死ん
でしまい、私が泣いていると、畜
産業の同級生に言われたんです。

「子牛は人間に食べられるために
生まれてくる。それなら、その子
の運命を全うさせてやるのが牛飼
いなんだ」と。そこから、「遊び
事ではない」と本気になりました。
　繁殖牛と肥育を合わせると今106
頭います。最初は米を中心に農業
を始めましたが、米の作業が終わ
った後に白ネギの仕事を入れて、
雇用を生むこともできました。米
と野菜には堆肥を使えるので、3
本柱がいい関係になっています。
農業は町の基幹産業なので地域が
良くなることが大事です。
　循環型農業もやっていきます。
バイオマスから出るバイオ炭を牛
舎に敷いたり堆肥と混ぜたり、そ
れ以外にも、やることはたくさん
あると思っています。

　ピースウィンズ・ジャパンは平
成８（1996）年にイラクの人道支
援活動から始まった団体です。数
年後の新潟県中越地震あたりから、
国内の災害支援にも力を入れるよ
うになりました。そして、平成23

（2011）年に東日本大震災が起き
ました。地方の過疎化、高齢化の
中での災害を経験して、元々あっ
た地域の課題に目を向けるべきと
考えさせられました。
　災害救助犬の事業を始めたのは、
災害支援の中で人命救助が一番大
事なことだからです。結果的に、
それが注目されて「ピースワンコ」
という、犬の殺処分ゼロを目指す
大きな事業になりました。救助犬
の育成場所を探していて神石高原
町とご縁がつながったわけですが、
最初に、地域の方々に受け入れて
もらえたのが特にありがたいこと
でした。
　国際プロジェクトの対象先であ
るネパールから農業研修生を招い
て、町の農家や農業生産法人で研
修をさせてもらいました。地域の
方に温かく教えてもらえて研修生
はとても喜んでいます。一方で、
地元の方にも異文化体験や交流を
してもらいたいという思いを私た
ちはもっています。
　もっともっと地域の皆さんと一
緒に取り組んでいく部分を増やし
たいと思っています。地域の防災
を一緒に考える機会を町内全体に
広げていくなど、積極的に取り組
んでいきたいですね。

神石高原に新しいビジネスチ
ャレンジを生み出す

神石高原チャレンジ基金

JIN（神）プレミアム
　町内で生産された産品や独自の取
り組み、あるいは、自然、環境、人
物などを神石高原町が独自の基準に
より神石高原プレミアムブランド

「JIN（神）プレミアム」として認定す
るものです。その魅力を町内外へ発
信することにより、町全体の知名度
の向上を図り、産業振興および地域
活性化に資することを
目的としています。
　認定対象の詳細はホ
ームページにて。

　地域に新しいビジネスチャレン
ジを創り出していくために、事業
者に対して資金的支援+伴走型支
援を組み合わせてサポートします。
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人と自然が輝く高原のまち

令和6年2月発行

人が魅力の「挑戦のまち」 神石高原町長 入江 嘉則 （いりえ よしのり）

　広島県の東部、標高約500mの中山間
地域にある神石高原町は「人と自然が輝
く高原のまち」がキャッチフレーズです。
初夏にはホタルの飛び交う、四季折々の
あふれる自然が魅力ですが、それだけで

はありません。「誰も
が挑戦できるまち」を
めざしています。全世
代の住民が生き生きと
活動し、豊かな自然が

暮らしに輝きを
与える、そんな
住んで良かった

と思ってもらえる町でありたいと願いま
す。
　私は「挑戦」という言葉が好きです。
一人ひとりが目標に向けて一歩を踏み出
し、町民約8千人が一歩を踏み出せば、
町は相当変わることができるでしょう。
それが「輝く」ということなのかもしれ
ません。もちろん、全ての町民が安心し
て安全に暮らせることがその前提です。
人口減少という大きな問題に対しては、
できるだけ減少を抑えるという努力以外
にも、新しい技術の活用で労働力を補う
ことも必要でしょう。そして、先端技術

は若い人が地方で活躍する機会の創出に
もつながります。
　神石高原町には多種多様な人たちが集
っています。町内で産業の中枢にいる方
や、町外から新しい風を吹き込んでくれ
る方々もいます。これが町の大きな強み
となっています。様々な分野で活躍され
る皆さんの姿を見ていただくと、町の魅
力と可能性を感じてもらえるのではない
でしょうか。「神石高原町はいろいろな
ことに挑戦できます。自然の中で楽しん
でみませんか」と、皆さんにお声がけし
たいと思います。

〒720-1522　広島県神石郡神石高原町小畠1701番地
TEL.0847-89-3351 　FAX.0847-85-3394

https://www.jinsekigun.jp/神石高原町 政策企画課
［問い合わせ］

神石高原町の強みをつくり出している要素を、
キーワードとして知的資産経営報告書の中からピックアップしました。
くわしくは同報告書をご覧ください。

● 人・自然・技術の調和
● 新しい自分に出会える
● 澄んだ空気と水
● 神石高原の神楽
● 海外交流の教育支援
● 担い手のシビックプライド
● 災害救助犬・殺処分ゼロ
● 連携協力に関する協定
● 赤と黒のプロジェクト

● 地域医療と災害医療の融合
● ナマズ養殖とアクアポニックス
● 連携強化の観光振興
● 積極的SNS発信
● ウェアラブル端末で健康管理
● ドローンで有害鳥獣対策
● 特産品を生かした就農支援
● 企業版ふるさと納税
● 挑戦と協働のスパイラル
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人　口　　8,016人（令和6年 2月1日現在）

世帯数　　3,785世帯
面　積　　381.98㎢
標　高　　400~500m
平均気温  12.3℃ 
　　　 (令和5年 平均/気象庁データ/観測地点・油木)　広島市 17.5℃
最高気温　 33.8℃
最低気温   ‒11.4℃（令和5年）

広島県の東部に位置
北は庄原市、南は福山市、東は岡山県、 西は府中市と接する

神石高原町
観光ナビ

「神」いづるまち
～出会いの高原～

広島県
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神石高原町


